
鍼が効く本質



プロフィール

• 中国・北京生まれ。北京中医薬大学卒業。

• 東京医科歯科大学大学研修。早稲田医療専門学校
卒業。鍼灸師資格取得。 2001年、精誠堂鍼灸治
療院を開院し、賀氏鍼灸三通法を主とした治療を
行う。

• 日本鍼灸三通法研究会会長

• 一般社団法人日本中医鍼灸研究会代表理事兼会長

• 著書「鍼の医学」「鍼灸三通法」その他著書、監
修多数の書籍を出版。日中メディアからも多数の
取材を受ける。



日本中医鍼灸研究会の立ち上げ
•より良い治療法を求めて、「一度で直す」「鍼一
本で効かせる」「せめて数回の治療で効果を出
す」

•経絡や経穴の意味をより深く理解する

•中国で鍼灸を学び、日本で成長してきました。こ
の成果を後進に還元するため

•鍼灸学の治療効果を高め、鍼灸の発展に貢献する
こと



現状の鍼灸教育の問題点

•日本の鍼灸会において、中医基礎に対する認識
が統一されていない

•信念や目標がしっかりと身に付けるための生涯
教育の必要性

•鍼灸理論を深く理解することが重要



治せる鍼灸師になるために

•勉強を怠ればどんなに一生懸命に治療しても病
気を治すことは難しい

•日々の学びは非常に重要です。特に疑問を持ち
ながら勉強すること

•基礎的な鍼灸理論を学ぶこと、できる限りすべ
てを実践していくこと



「認証立証論治」とは、

•基礎理論である四診や八綱に基づいて症状を分
析し、正確な証を導いたうえで最適な治療方針
を組み立てること



•例えば、前頭部に痛みがあった場合、冷えによ
るものなのか、食後に起こるものなのか、イラ
イラしたときに生じるのか、こうした症状の背
景を聞き取ることが重要

•病気を診る際に先入観を持ち、患者を誘導しな
がら問診を行い、自分の思い込みに合わせて診
断を下すことが多い

•複雑な病気は様々な原因が絡みあっていること
が多いため、柔軟な視点で対応すること



鍼灸が効く本質

•鍼灸治療は「気の治療」

•鍼灸の治療効果は「天人合一」の思想に基づい
たメカニズム

•自然界のエネルギー生成の原理

•一般的には風、光、摩擦などによってエネル
ギーが生み出される。



鍼灸におけるエネルギーとは、

•代表的な鍼灸手技は大きく３つに分けられます。

•「焼山火」 体を暖めて補う方法

•「透天涼」 体を冷やして瀉する方法

•「平補平瀉法」 補法と瀉法を交互に刺激する
方法

•これらは自然界の風が渦を巻いてエネルギーを
生じることと同じで人体でも寒熱の変化を通じ
てエネルギーが生成されます。



•そして、寒熱の調節によって気の昇降を促し、
陰陽のバランスを整えることができ、陰陽のバ
ランスを整えることができ、それによって治療
の目的を達成し、健康を維持することが可能に
なります。

•また鍼灸治療は特定の経穴を刺激することに
よって気の変化を引き起こし、その結果として
大きなエネルギーが生まれ、このエネルギーが
体を整え、病気を治す働きをします。



•経絡上には水の流れのように泉や谷、川、滝、
海などが存在しており、ツボはまるで生きてい
るかのように補瀉や寒熱といった特性がありま
す。

•これを「中医学」では「気」と理解されます。
この「気」は問題のある部位に届き、免疫力や
治癒力を高めることによって治療効果を発揮し
ます。



鍼具と鍼法 九鍼

•黄帝内経の霊枢には「九鍼」についての説明が
あります。

•『内経』における九鍼とは、単に９種類の鍼具
のことだけを指すものではありません。鍼灸療
法、さらには鍼道（鍼灸の道理や哲学）をも含
んでいます。



霊枢 外揣第四十五．

• 「夫九鍼者．小之則無内．大之則無外．深不可爲
下．高不可爲蓋．恍惚無窮．流溢無極．余知其合
于天道人事四時之變也．」

• 「其れ九鍼なる者は、これを小にすれば則ち内な
く、これを大にすれば則ち外なく、深きこと下と
為すべからず、高きこと蓋と為すべからず。恍惚
として窮まりなく、流溢し極まりなし。余は其の
天道・人事・四時の変に合するなり」

• 九鍼は単なる治療具を超えて、天道や人間の営み、
四時の変化と結びついた概念として語られており、
ここで九鍼は実は鍼道を指しています。



「回陽九鍼歌」

•『鍼灸聚営』巻四に収録された「回陽九鍼歌」
には、「瘂門勞宮三陰交，湧泉太谿中脘接，環
跳三里合谷并，此是回陽九鍼穴」

•９つのツボを挙げて刺鍼療法の貴さを強調して
いますが、これは九鍼の概念を単に鍼具として
だけでなく、鍼灸療法の総体として象徴的に用
いた例だと言えます。



『灸法秘伝』灸盞図

•「古の聖人が用いた九鍼はすでに失伝して久し
い。今の人がたまに使用することがあっても鍼
法に通じていないだけでなく、明堂にも熟知し
ていない」と記述があります。ここでの九鍼も
鍼道を指しています。



•現在、九鍼という術語はほとんど使用されてい
ません。その主な理由は、鍼具の分類方法はよ
り科学的なものとなりました。しかし、古医籍
のなかの九鍼に関する記述は、今日もなお啓発
価値を失っていません。

•私は、3種類の鍼具・鍼法を用いていますが、
さまざまな鍼具・鍼法を使い分けることができ
れば、選択肢が増え、治療の幅が広がりより良
い治療効果が期待できると考えています。



賀氏三通法

•賀氏三通法というのは、父賀普仁が『黄帝内
経』の通調理論を基礎として、歴代医家の精髄
を吸収しながら、自身の経験と思想を融合させ
て、１９８０年代に創始した鍼灸治療法です。

•病がいかに複雑であっても主には経絡の不通が
原因です。そこで経絡の「通」を目的に3種類
の鍼具を使い分けて、微通法・温通法・強通法
の三通法を行います。



• 微通法は、毫鍼による刺鍼を主とする鍼法のことで、
これによって気機を調整します。毫鍼は古人が「微
鍼」「小鍼」としたもので、九鍼のなかでも最も応用
範囲の広い鍼ですが、持鍼（指力）から、刺入、刺入
後の手法（候気・行気法など）、補瀉法、刺鍼まで全
過程においていずれにも高い技術が要求されます。

• 温通法は火鍼を用いた火鍼療法のことです。鍼を炎で
熱し真っ赤になった時にすばやく人体の一定の部位に
刺し、温熱作用でツボと部位を刺激し、人体の陽気を
増加させ臓腑機能と経絡、気血を調節します。

• 強通法は三稜鍼を用いて行う瀉血療法のことです。
人体の一定の部位やツボに刺鍼し（臓の病には井穴に、
腑の病には合穴に取ったり、奇穴、局所の血管がよく
現れている所に刺す）出血させて熱を取り除きます。



症例）

•患者さんが体の麻痺で入院し、そのうち喉の麻
痺が酷くなって飲み物や食べ物を嚥下できなく
なったため、病院から胃瘻を勧められました。
その患者さんは胃瘻を拒み、知人を通じて、治
療の依頼が来ました。症状を見たところ、火鍼
で治療すれば改善すると見込めたため、火鍼で
治療を行いました。その翌朝、患者さんから水
が飲めるようになったと連絡があり、再度治療
してほしいとのことだったので、もう一度治療
を行いました。さらに次の日、患者さんから電
話があり、さらにお粥が食べられるようになっ
たと報告を受けました。



治療効果を上げる指力

•鍼灸治療は総合的なアプローチです。鍼灸の効
果が上がるかどうかは、指の力や鍼を刺す力と
密接に関係しています。『鍼灸三通法』では、
指力を鍛える練習方法を紹介しているのでぜひ
参考にして下さい。

•指力の練習は必須であり、しっかりと練習する
ことで、鍼を刺す際の集中力が高まり、優れた
刺鍼技術を身に付けることができます。これに
より治療効果をさらに向上させることができま
す。



二指禅功と項指法

二指禅功 項指法



• では、鍼を刺す際にどれくらいの力を使うべきで
しょうか？

• それは人それぞれで、明確に答えることは難しい
ですが、私自身は鍼が触れる程度の力で刺すこと
を心掛けています。

• 実際にゴーヤと梨に鍼を刺してテストしてみたと
ころ、浅く刺した場合は、最も軽い力で１ｇ未満
でした。一般的には５ｇ～１０ｇ程度の力が使わ
れていることが多いようです。

• 硬い部位や傷痕に鍼を刺す場合は、さらに強い力
が必要となります。



• 私は鍼を刺すときは、常に全身をリラックスさ
せ、無心で行うことを心がけています。力を軽く
使うほど、伝わるエネルギーが強くなると考えて
います。これは道家の思想や現代の量子学とも関
係があるかもしれません。あるいはボクシングの
パンチのように、体をリラックスさせて速く、重
く打つ感覚に似ています。

• 鍼灸治療も同様に、鍼灸師が自分の思いを込めて
鍼を打ち、患者さんにそのエネルギーを伝えてい
きます。治療の成否は、患者さんとの呼吸が合う
かどうかにかかっており、うまく合わせることが
できれば、治療の目的を達成しやすくなります。



おわりに 鍼灸の極みとは

• 鍼灸治療は気やエネルギーの変換に基づいています。
経絡や経穴の選択は重要で、各経穴はエネルギーが集
る点であり、それぞれが寒熱エネルギーの変換を促進
します。

• そのため各ツボが持つ作用をしっかり暗記し、理解し
ておくことが重要です。

• これらの役割をしっかり覚えておけば、鍼灸臨床でそ
の働きを自在に活かすことができるようになります。

• ツボに関する書籍をたくさん読むことをお勧めします。
さまざまな先生方が経穴に関する書籍を出版している
ので、できるだけ多くの本から知識を得て、自分自身
のツボに関する１冊の本にまとめるとよいでしょう。



鍼灸の極み

•私はこれからの医療は総合医療が重要になると
考えていますが、われわれ鍼灸師はその中に中
医鍼灸の役割が組み込まなければ、医療は完成
しないという覚悟をもつべきです。

• 鍼灸は実践医学であり、実践しながら悟りや
ひらめきが生まれるものです。たとえ初心者で
あっても、努力を続ければ鍼灸の最高の境地に
到達することができます。では鍼灸の最高の境
地とは何かと尋ねる人いるかもしれません。そ
れは、芸術性や美しさを感じることだと思いま
す。美しさを感じることができるようになれば、
それが鍼灸の極みだと言えるでしょう。


	スライド 1: 鍼が効く本質
	スライド 2: プロフィール
	スライド 3: 日本中医鍼灸研究会の立ち上げ
	スライド 4: 現状の鍼灸教育の問題点
	スライド 5: 治せる鍼灸師になるために
	スライド 6: 「認証立証論治」とは、
	スライド 7
	スライド 8: 鍼灸が効く本質
	スライド 9: 鍼灸におけるエネルギーとは、 
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12: 鍼具と鍼法　九鍼
	スライド 13: 霊枢　外揣第四十五．
	スライド 14: 「回陽九鍼歌」
	スライド 15: 『灸法秘伝』灸盞図
	スライド 16
	スライド 17: 賀氏三通法
	スライド 18
	スライド 19: 症例）
	スライド 20: 治療効果を上げる指力
	スライド 21: 二指禅功と項指法
	スライド 22
	スライド 23
	スライド 24: おわりに　鍼灸の極みとは
	スライド 25: 鍼灸の極み

